
3 　　 広報かつやま12月号 №721

予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 平成26年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
26
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
56.0%

26.5%

29.7%

39.7%

0.0%

43.7%

22.4%

100.0%

61.1%

40.1%

39.2%

42.3%

19.1%

16.1%

89.8%

81.5%

0.0%

126.1%

3.7%

0.0%

37.2%

16億4,627万円

3,954万円

267万円

357万円

0万円

1億4,558万円

605万円

593万円

23億2,147万円

173万円

7,459万円

3,846万円

4億6,656万円

1億5,769万円

1,822万円

244万円

0万円

4億4,488万円

2,015万円

0万円

53億9,580万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

1億7,392万円

23億7,921万円

37億4,436万円

5億8,812万円

1億2,533万円

6億865万円

6億9,285万円

28億1,003万円

3億4,058万円

17億9,091万円

4,212万円

11億4,423万円

5,000万円

400万円

144億9,431万円

52.8%

41.1%

35.2%

21.7%

90.5%

18.6%

52.1%

15.4%

44.9%

34.3%

23.5%

46.4%

0.0%

0.0%

33.4%

9,189万円

9億7,703万円

13億1,947万円

1億2,764万円

1億1,347万円

1億1,303万円

3億6,064万円

4億3,282万円

1億5,303万円

6億1,444万円

991万円

5億3,134万円

0万円

0万円

48億4,471万円

特別会計予算の執行状況

29億3,758万円

1億4,900万円

900万円

900万円

280万円

3億3,300万円

2,700万円

593万円

37億9,758万円

430万円

1億9,005万円

9,085万円

24億4,192万円

9億7,840万円

2,029万円

300万円

6億1,462万円

3億5,268万円

5億5,115万円

19億7,616万円

144億9,431万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 4,578万円 985万円 1,856万円
下 水 道 事 業 13億2,876万円 1億9,639万円 6億 739万円
簡 易 水 道 事 業 1億1,622万円 321万円 2,513万円
国 民 健 康 保 険 28億8,925万円 12億3,444万円 11億5,976万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億1,218万円 1億 893万円 1億1,223万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億 716万円 10億9,250万円 11億8,203万円
介護サービス事業勘定 1,420万円 537万円 362万円

農業集落排水事業 1億5,031万円 1,532万円 6,246万円
市 有 林 造 成 事 業 3,209万円 4万円 1,268万円
特 別 会 計 合 計 76億9,595万円 26億6,605万円 31億8,386万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 29億3,758万円
収入済額 16億4,627万円

13億 35万円
5億 873万円
12億2,678万円
8億7,461万円
6,107万円
6,027万円

1億7,102万円
8,674万円
3,238万円
1,307万円

1億4,598万円
1億 285万円

現　在　高
101億9,251万円
56億4,150万円

8,143万円
15億3,544万円

4,232万円
174億9,320万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

　また、現在高101億9,251万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
10億8,523万円
20億7,876万円
5億 155万円
3億7,336万円
3億7,994万円
3億7,303万円
2億8,480万円
51億1,584万円
101億9,251万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.0％以下
～4.0％以下
～5.0％以下

現在高（一般会計分）
52億6,507万円
44億2,831万円
4億2,090万円
6,760万円
1,063万円

割　合
51.7%
43.4%
4.1%
0.7%
0.1%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などから資
金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、その年度に
使う経費はその年度でまかなうのが原則ですが、公共施
設の建設などには、一時的に多額の費用がかかること、将
来の世代にわたって利用されることなどから、財源の不足
を補い、年度間の財政負担を平準化し、次の世代にも費用
を負担してもらうことで世代間の負担を公平にする効果が
あります。市では、市債の中でもなるべく普通交付税とし
て後年度に国から財源措置される市債の借り入れを行うこ
ととしており、災害復旧事業や総合的な経済対策事業など
に充てています。9月末現在の残高は101億9,251万円
（前年同月末比8.8%の増）となっていますが、そのうち
64.7%にあたる65億9,316万円が普通交付税として後年
度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について
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水道メーター

除
雪
作
業
員
の募

集
と
ご
紹
介

　

市
で
は
除
雪
作
業
（
主
に
雪
下

ろ
し
作
業
）
を
有
料
で
行
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
そ
の
情

報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
依
頼
し
た
い
方
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緊
急
患
者
の
搬
送
支
援

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
か
ら
県
立

病
院
ま
で
の
道
路
は
、
積
雪
５
㎝

で
除
雪
車
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
な
ど
の

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

　

市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当

す
る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
本
紙
７
ペ
ー
ジ
参
照

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
多
発
す
る
冬
期

間
は
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◆ 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
場
所
を
確
認

し
、
除
雪
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
漏
水
し
た
場
合
は
、水
道
メ
ー

タ
ー
横
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め

て
水
を
止
め
ま
す
）

◆ 

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
は
防
寒

し
ま
し
ょ
う

◆ 

長
期
不
在
に
さ
れ
る
場
合
は
、

給
水
中
止
の
手
続
き
を
と
る

か
、
水
道
メ
ー
タ
ー
横
に
あ
る

止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い

◆ 

漏
水
し
た
場
合
は
、
早
急
に
指

定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
繕
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い

• 大雪警報などが発表されたときは、外出を
控える

• 除雪の妨げになるため、路上駐車はしない

• マイカーを控え、公共交通機関を利用する

• 融雪のために水道水を使うことは控える

• 排雪された道路への雪の投げ入れはしない

• 地域ぐるみで除排雪を行う

• 屋根雪下ろしでの転落事故や、除雪機械に
よる事故に注意する

• 防火水槽や用水路付近の除排雪を行う

• 開いた投雪口（グレーチングなど）には必
ず赤旗などを立てる

雪に対するルールとマナーを守りましょう

雪まもな
く
冬
本
番
。
雪
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、

雪
に
負
け
な
い
暮
ら
し
を
！

水道メーター

に
備
え
る
！

　下記のとおり雪捨て場所を指定します。常時
ではなく積雪の状況により開設を行いますの
で、市ホームページをご覧いただくか、建設課
までお問い合わせください。
①勝 山 橋　　九頭竜川上流（右岸）
　　　　　　　立石線つきあたり
②滝波新橋　　滝波川上流（左岸）
③荒 鹿 橋　　九頭竜川下流（左岸）
④天 王 橋　　岩屋川下流（左岸）

雪捨て場の開設についてお問い合わせ先

■水路の雪詰まり
　　消防署 ☎88 ｰ 0400
■道路の除雪
　　建設課（市民会館2階） ☎88 ｰ 8107
■除雪作業員の登録・紹介
　　総務課（市役所2階） ☎88 ｰ 1116
■屋根雪下ろしの助成金
　　健康長寿課（すこやか内） ☎87 ｰ 0888
■水道関係
　　上下水道課（市民会館2階） ☎88 ｰ 8109


